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市民年賀会
申し込みは12月20日まで

市民が一堂に。会し、新年を祝い

親しみをふかめる恒例の市民年

賀会は、明年1月1日午前10時

から有終跨丿小学校で開かれます

参柚ご既望の方は会費i00円を

添えて、12月20日までに市役所

総務課または各出張所へお申し

込みください。

東部中学校建設工事すすむ

　

東部中学校の新築工事は、昨年12月

末に着工、このほど第1期工事が終り鉄

筋コンクリート2階建1棟（普通教室12）

が建設されました。ひきつづき急ピッ

チで第2期工事が進められ、職員室、

校長室など4室と特別教室3室、便所

が明春5月に完成の予定です。

　

第3期は講堂と2教室、特別教室5室

第4期に寄宿舎と給食室が建られ、こ

れで全佼舎完了することになっていま

す。

　

なお総工費は1直1千450万円で昭和

38年の晩秋に全工事が終‘）、近に施設

の完莉した名実共に当市第1号のモダ

zレ統合中学校が出現する予定です。

（写真は第1期工事が完成した東部中

学校）

（市長を囲んで）

各公民館長が座談会
この座談会は市内8つの公民館長が市長、助役を囲んで「地域の皆さん

が日頃公民館に何を要求しているか」、「公民館はそれに応じて何を重

点として活動をしているか」というテーマで耳に話し合つて、市政と公

民館活動が総合的、有機的に連絡協調して、円漕な市政運営をはかるた

めに開かれたものであります。

　

司会（中村・大野）公民館長会の．

ことしの活動方針は総合杜会教育の推

進を目ざし．行政機関等との密接な連

絡協調を保ち、l↑了長と市民の中間にあ

つて市政に直結した生きた社会教育の

推進に重点をおいておりますことを、

まず申しあげたいと思います．

　

今までも助役さん初め各課長さんと

一般行政について話合いの場を持ち、

その理解を深めて、市民への橋渡しの

役をつとめております。しかし私たち

はこれで十分だとは思わないので、今

後一段とご支援をお願いして、これか

ら十分にご意見を発表していただきた

いと思います。

　

話の順序として先ず公民館の施設に

ついて。

総合的文化施設を期待

　

市長公民館の施設喪備については

できるだけの努力を払っているっもり

でありますが、総合的な文化施設、体

育施設など今後に残された間題が多く

十分どころか現在の施設に対する批判

もたくさんあると思いますし、地域ご

とのござ見をお聞かせ鍼います。

　

小林（乾胴）乾側公民館建設に。は非

常なご尽力くださいまして感謝してお

りますが、壁と電気が入っていないの

で早急に整備して、公民館活動に支障

のないようにしていただきたい。

　

市長教育委員会とも十分連絡をし

て、活拗に支障のないよう吻施したい

　

山本（阪谷）統合中学の建設にとも

ない中学咬が兇止になるので、阪谷公

民館は中学校へ移転するように聞いて

いるが、う民館ご勣に不便であるから

出張所の公民館刊用を考えてほしい。

　

野尻（五箇）五箇公民館は観光客の

利用も多いので、設備を竃備してほし

1，八。

　

広川（富田）地区住民は、地区民の

よりどころとして、また話し合いの場

いこいの場として、完備した公民館施

設を強く要望している。

　

中村（大野）大野公民館も南校に移

転してから市民がはいりにくくなり、

利用度が低下してきた。

　

助役阪谷公民館の問題については

教育委員会の方針を聞いていないが、

市の第2次建設計画と併行して考える

べきで、現在のところ阪谷出張所の廃

止は計画にないので、出張所を公民館

に使用してさしつかえない。一般論と

して、公民館を学校；こ併設しない方が

良いと思う。

　

中村第2次建設計画で、各地区に

独立した、公民館恰設の計画が教育委

員会にあるやに聞いているが、年次を

追って是非実現してほしい。なお将来

市立の図書館、郷土叫物館等の文仇的

施設の充実を考えられたい。体育面で

は、国体誘致と合せて考え、建7に当

っては、体育関係者のみの意見でなく

広く市民の意見を聞き、てきろなら総

合的な文化会館と・、ヽうような形態の施

設y望ましいと思う。

　

助役ご意見のよ‰こ、大野市は他

貼二比べて、文

化的な吃設が啄

めて貧弱である

のでわれわれも

熱望している。

なにしろ今まで

は訴市であるた

め坊礎的な施設

を即るのが手一

ぱいで、今後は

市民全体が恩恵

を享受できるよ

うな総合的文化施設をもちたい。

　

今、市では第2次建設計画を作成中

なので、あらゆる文化施誤・を含めた総

合的な計画を立てたい。建設の時期に

ついては。そのものの緩急度と財政事

情等をよく検討して決定したい。

　

中村早く文化施設に対する構想を

発表して市民に夢を持たせてほしい。

市民と直結した市政を

　

土谷（下庄）われわれは市政に直結

した生きた公民館活動に重点をおいて

いる。この政点から、一般行政に対す

る市民の認識を深めるために市長、助

役、各課長があらゆる機会に出席して

市民とのっながりをもち。市の考え方

方針などについて啓も5してほしい。

　

広川村部では比較的甫報が読まれ

ていないようであるが、市報には市政

の概要が報告され、非常に大切なこと

が多いので、市報が良く読まれるよう

にしたいと思う。例えばxxの会合に

は市報を持参してくださいといって市

報の記事にっtヽて話し合5というよう

な方法4）考えられる。

　

市長私も機会ある毎に地区の会議

に工出！帛したいと思りているが公務のた

めに思うようにならない。先股事務嘱

託員制度をつくり、地区の区長さん方

には唐八の浸透について大変ご協力願

っているので、今後はできる限り区長

会、その地地区の会議に出席して、市

民各位のご、心見を打聴して巾原に盛り

込んで行きたい。

　

助役今浅ば区長会をはじめ地区の

会ぷこわれわれも課長もっとめて出席

し、市政の泌1をはかると雌に積池的

に皆さんのご意見をお聞きしたい。館

長方もっとめてそのよ5な計画をして

ほしい。

　

また区長会については住民の立場を

代表して市にあたるということも大切

であるが、市の立場から住民に指導啓

も5していただくことも大切であるの

で、今後各課長K．も地区の会議にはっ

とめて出席するようにしたい。

　

中村公民館連絡協議会として、今

後肝当局と住民とが絶えず接続する機

会を計画的にもちたいと思うから、市

長、助役の方でもよろしく願いたい。

　

土谷最近、市立病院の建設、実業

高校の設置、保健所の昇格、除雪プ／レ

トーザーの確保、農薬の空中散布、農

業の基本的なおり方について論議され

ているが、この点に。ついて各地区では

どのように考えておられるか、各地区

のご意見を承りたい。

　

また地区の問題となり恐縮ですが、

火葬場の移転間題、善導寺川の汚水の

問題も早急に処理してほしい。

各部落によつて区長の任期が異つてい

るので、何かと不便であるので。出来

れば任期は5月までと、市の会計年度

と一致するよう、また市内全部の区長

の任期を一定にするよう取り計らつて

ほしい。

　

助役空中散布については全市に散

布ずる計画であぺたがヽリコプターの

方では技術的に困難があり、一部しか

実施てきなかつたので承知してほしい

　

市長火葬場については、近い将来

何か結論を出したい。また市民病院に

ついては、建設寓議会から、心地の施

設等を視察して近く谷申のあることと

思う。

　

助役さきりの諸問題については地

区民の考え貯も十分取り入れ工なければ

ならないが、今作咬巾の建設諏画にt）

市の立場において、十分検討の上、他

日市長から発表されると思います。

　

司会貴重なご愚見をいべ、トろ有難

うございました。

こんと

月形半平太現代版

「月さま．雨が………」

「放射能雨じゃ、雨合羽をもて」

12月20日から開局

荒島テレビ中継所

　

待望のNHK大野テレビジョン中継

所が12月20日に。開局されることになり

ました。荒鳥居の中腹に総工費約2千

500万円を投じて去る7月着工このほど

完成したので、NHKの技術が誇る完

全自動化の燃人局です。

　

これで従来難視地域であつた大野、

勝山市は比較的簡小なアンテナで、N

HKの放送を鮮剖に受像することが出

来ます。施設既要は鉄筋コンクリート

造り2階建59平方メートフレ、チヤンネ

ノレは笏5、出力は映1象35ワット、音声

8。75ワット、アンテナ、スーパゲイン

2段2面（海抜493．6�）なお電波は皿直

偏波ですから、アン尹ナはjli直に立て

ることが必要です。

　

（写真は開局せまるテレビ巾断所）

　

なお開局を記念して次の通り令岡巾 継番組の公開録音が行われます。

　

とき12月25日

　

ところ有終西小学校

　

内容以の部午後1時から

　　　　　

のど自慢しろうと演芸会

　　　　　

浪曲浪花屋辰造

　　　　　

夜の部午後6時30分から

　　　　　

ラジオ昼席

　　　　　

声帯模写桜井長一郎

　　　　　

落語三遊亭円右

　　　　　

演芸独演会浪花屋辰造
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災害査定終る

總額1億5千4百万円

　

北美濃地震、第2室戸台風の災害復

旧工事についての国の査定はI1月25日

で終り、査定総額1億5千475万6千円と

認定されました。

　

市では今後、補助金、起債、市費に

よって広範囲にわたる災書の早期復旧

をめざし、目下尽力しております。今

次査定のおもなものは次のとおりです

　

土木関係8千607万5千円

河川復旧、日詰川の663’万をはじめ赤

　

根川、黒谷川、矢戸川、八千代谷川

　

など23ヵ所で3千957刀3千円、

道路復旧、中澗桜久線の360万円のほ

　

か20ヵ所で、1干531万1千円。

橋梁浚旧、横院橋の769万円のほか12

　

カ所で、3千919万1千円。

　

晨務関係886万3千円

農業施設復旧。頭首工、水路など14カ

　

所で699万5千円。

農地復旧、2．5ヘタターzレで186万8千

　

円。

　

林道関係5千981万8千円

　　

71ヵ所382メートル

　

亥向谷2丁419万9千円17ヵ所

　

ミノ又1千231万7千円15ヵ所

　

谷由915万5千円11ヵ所

　

宇慶寺434万4千円7ヵ所

　

嵐409万2千円9ヵ所

　

その他4林道571：巧1千円12ヵ所

勝
原
仮
橋
が
開
通

永
久
橋
は
明
春
完
成

　

9月のブヅ、から不

通になー）ていた｀沁原

～打心間の交唖もこ

のほどWqで仮鳴の曳

にが終り、日月10日

から開jしました。

工費RnO万円か唇Lt研E長144メートノレ

幅3メートルの木吸です。

　

なお大野上木出張呵では、昨年8月

仮唱から50メートル上流の地に、総工

費4千万円でピーエスコンクリート橋

（延長122メート／レ、ぶ4．5．・－トzレ）の

建設をはじめており、叫膏3月には完

成する予定です。これまで再三私たち

の足をT9つた勝原僑も、明春からその

心ldがなくなるわけです。

　

（写真でま開通した勝ワ匿橋）

イ向上した飼育技術
飼料面で改善をン

　

第2回大野市家畜共進会はI1月8日

国鉄大野駅東側広場で農家の皆さんや

関係者多数出席して開かれました。こ

の日は秋硝れに恵まれて、農家の皆さ

んがたん精をこめて飼育した自t曼の乳

牛42頭、和牛43頭、鶏15羽が出され、

県畜産課長、勝山家畜保健所長ら14名

の審査員によって慎重に。審査が行なわ

れました。

　

乳牛では下僕の高唄誠一さん、和牛

では金山の清水開造さんがそれぞれ名

誉賞と決まりました。

　

有吉審査員長の講評では、当市は家

訟こ対する研究が熱心で前回の共進会

に比べて飼育技術が向上しており、乳

牛和牛共；こ非常、こすぐれている。今後

は飼料面の改善に重点をおき、牧野の

造成、飼抑乍勘の吟討けなど、自家飼

料を多く取り入れ、できるだけ飼育費

を安くし、より一別畜産収入を得るよ

うに工夫されたいと強調されました。

　

各部門別の第1位入賞者は次の通り

です。

　

第1部（ホルヌタイン種木経産牛）

　　

中据安下共一

　

第2部（ホルスタイン種経産牛）

　　

中据三宅守

　

第3部（ホルヌタイン種系未経産牛）

　　

中据村西幸一

　

第4S（ホルヌタイン種系経産牛）

　　

麻生島杉原崎男

　

第5部和牛U

　　

新河原松田義夫

　

第6部（和牛U育牛15ヵ月以上）

　　

阿難祖ク、保男、塚原印牧七郎

　

第7部（和牛繁殖用未経産牛）

　　

塚原福田攻吉

　

第8部（和牛繁殖用経産牛）

　　

堂島村上忙吉

　

第9部匍（自懲レグホン）

　　

小矢戸石松惣右ヱ門

葉たばこ大野どころに

2倍の増反を目標

　

110．65ベクターjレの耕作面積と602

名の耕作者をもっ市内の葉たばこの収

納は、11月7日からはじまりました。

これまでのところ収納成績は順調で、

10アール当り収入は平均8万円を上回

り、いままでの最高の豊作でした。

　

収納が終った上庄地区の場合は耕作

面積が17．9ヘクタールで、10アール

当り平均収量が237キロ。キロ当り362

円となり、平均収入は昨年より30りも

多く、8万5千795円となりました。こ

れは収腰期の好天侯と＝栽培技術の向上

によって、10アール当り収量も昨年よ

り10キロ多く、品質も上々で、その上

専売公社の買入価格もキロ当り7．8％

高く、等級も昨年より2等級幅がせば

められるなど、売り渡しの条件が良く

なったためです。

　

市内の葉たばこの耕作面積は年々減

っている現状ですが、専売公社では、

明年から年々耕作而積を24％（市内で

は25ヘクターフレ）ずつ増して、昭和40

年には現在の2倍にし、10アール当り

最底10万円以上の収入が僣られるよう

に指導していく方針だそうです。

歳末助けあい運動
恵まれない方へ温い心を！！
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12月1日から各地区で

市長を囲む懇談会

市長をL用んでの市政懸談会が12月1日

から各地区ごとに行われます。

　

新年度予算編成を前に、直接皆さん

のご：び見ご要望をお聞きして、住八よ

ト大野市の建設と明朗な市政の推進を

はがるためです。二の機会にひとりで

も多くまり口して、日頃考えていられる

いろいろなご意見をお聞かせください

　

なお、日時は各市作統に員の方へお

知らせトだします。
永住をあきらめ山を

　

くだる小池部落民

　

地震、台風と再度の大災害で生活源

を失なった上打波小池部落9世帯の人

たちは市のあっせんによって川月限り

で、長年庄八なれた口

みっつ、市街地へ移住されました。

　

この部落の人だもの主なる生活源で

あったフサビ、オウレン作りが相次ぐ

災害で畑はほとんど全賊し、俺旧の見

通しがたたず。同地に永住することが

できなくなったもので稲郷、東中、曙

春日などの諾坦地へ移住して、新らし

い生業にっくことになりました。

　

家吐幽爪を背負って故郷をふりかえ

りつつ山をくたる人たちの主驚は呵か

絢雑でした。

　

（写真ぱH月20日から閉鎖された小

　

池分校）

油・鋼俳勿習。ぎ

大野丸

　

大野藩は筈T政2年頃より、諸部こ

さきかけて北辺の地北海逆、カラ

フトの開拓、こ著しい功績をあげた

大野丸の活躍は大いに賞讃されてよ

い。安政5鋲、2基洋式帆船として

進水した。たまたま6年8月、暴風

雨の中を北藤雄こ向つて難航中、函

回申合でアメリカ船「ヘヌプリン号

」の貧破しているのを発見、乗組員

を救助するというエピソードもある

その後、食tじ必要物資、人的輸送に

北海の荒波を寸つてな躍したが。元

治元年暴風雨のため沈没したのは惜

しいことである。大野薦のような小

屁のー帆船が、わが国1．北辺開拓の

先端を切つたということは、今日に

しても意義深く、また痛快でもある

　　　　

（カットは大野九）

木材引取税を

お忘れなく。

　

木材引取税は必ず自主申占・により納

付してください。そのあらましを説明

します。

1。（納税義務者）

（一）木材引取税は素材の引耽こ対し価

格を課脱原型として同一素材について

1回に限り、立木伐採後の最初の引取

者に課されます。

　

例題

イ立木の所有者甲が伐採し、素材と

　

して乙に。児りaした場合の納税義務

　

噺は乙。

ロり1が立木を乙に売り浸し、乙が伐

　

採し素材となし、内に売渡した場合

　

の納税義務者は窓。

（二）立木の伐採後3か月以内に素材に

ついて引取者がない場合の納税義務者

は、伐採時の立本の所有者。

　

例l

　

立木の所有者甲が伐攘し素材となし

　

自家の建築に消費した場合の納税義

　

拓者はm

　

2．（税率及び課税標準）

税率は100分の2です。課税標準は素材

の価格すなわち立木の価格に伐採造材

費を加えた額となります。

　

3．（申告と納税の方法）

納税義務者は毎月7日までに、前月中

に伐採した素材について申告書を市長

に提出するとF：時に．、甲片一税額を納め

かければかりません、、

　

4．（不申告、過少申告の場合）

申告納付すべき納税者が指定期日まで

に申告納付をしなかった場合には次の

規定が適用されます。

イ市の調査額による更正決定がされ

　

ます。

ロ税額の100分の5以上100分の25ま

　

での不申告、過少申告加算金が徴収

　

されます。

ノゝ税額の100分の50の重加算金が徴

　

収されます。

贈答小包は15日

年賀状は23日
頃までに

年賀状はふヽ早く／

大野郵便局

期待される地籍調査

測量にご協力を

　

土地利用の高度化と土地改良事業を

やりやすくするため、市では国土調査

法に基ずいて1筆毎の面積を測量し、

正確な地図を作成する事業（地陪調査

事業）を本網度より始める事になりま

した。本年度は中保、菖蒲池地籍を手

始めとして平坦部5．030ヘクタール（町）

を昭和41年までに完成しようというも

のです。

　

今までは誰の所属かわからない未利

用の土地があったり、境界の紛争があ

ったり、区画整理または交換分合など

をする場合に、いつも台帖面より広い

とか挟いとかいろいろ問題があって事

業の実施をはばんでいました。地籍調

査が完了しますとこんな問題が取り除

かれ、民主的で明朗な事業が進められ

ることになります。この測量は非常に

精密なものでありますから、境界につ

いて立ち会いをお願いしたり、くい打

ちを行ったりしますから、十分ごt島力

くださるようお願いします。

求人案内r市肉分）

（舅子）

tn山目1名～煕才RぶnO～ln．nnn円

醤油味噌醸造店店員1名～22才了．0

　

∩∩、只nnnw拝伏’、汀

クリー＝＝こング店店員2名～25才6．000

　

～10．000円住込可

タイヤ修理店修理工2Z～20才7．000

　

～8．000円
（t干｀）

印刷会冬はr務員1名～35才9．000円

建設会社事務員2名年令不間7．000～

　

qnnn円

機業場事務員1名～35才7．000～8．

　

000円

洋品雑貨小売店店員3名～25才6．000

　

～6．600円

寺院家事手伝1名～50才6．000円住込

こんと
だいこん高値

「あなた、だいこんが高くて買えな

　

いわ」

「おまえの足でもみて、がまんする

　

さ」
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